
火元を確認し、出火していたら初期消火をする。
家族の安全を確認する。
靴をはく。（ガラスの破片などから足を守る。）
非常持ち出し品を用意する。
山崩れに注意をする。

１～２分

防災・安全
家の内外の危険
箇所を

お年寄りなど避難行動に時間がかかる方は、早めに避難場所
への避難を開始しましょう。 一般の方は、家族との連絡、非常用
持ち出し品の準備、避難行動の準備を始め、テレビやラジオなど
の気象情報を確認しましょう。

机の下などにもぐり、自分の身の安全
を確保する。
火の始末をする。
ドアや窓を開けて、出口を確保する。

いざという時のために日頃から
家族で確認しておきましょう。

災害発生！そのときどうする？

屋内編

屋外編

大きな災害が発生したら、冷静に判断するのは難しいものです。しかし、一瞬の判
断が生死を分けることもあります。災害時でも「あわてず、落ち着いて」行動する
ために、以下の行動ポイントを確認しましょう。

　　地震発生時の
行動ポイント

協力して応急救護を行う。
お年寄り、体の不自由な人、けが人などに声をかけ
て、助け合いましょう。
余震に注意をする。
※大きな地震の後には余震が発生する。

風水害時の
行動ポイント 避難の目安となる情報

避難準備
情報

川の水が増水し、災害が起こる可能性が高まっています。一般
の方も早めに避難場所へ避難を開始しましょう。避難勧告

川の水が溢れ、堤防が決壊する洪水災害の危険性が非常に高
い状況です。必ずすぐに避難場所へ避難しましょう。避難指示

地震発生

３分

ラジオなどで正確な情報を確認する。
電話の使用はなるべく控える。
家屋倒壊などの恐れがあれば避難する。
ブロック塀や瓦やガラスなどの落下物に注意する。
車は使わず徒歩で避難場所に避難する。

５分

保育所（園）・幼稚園や小・中学校に子どもを迎えに
行くために自宅を離れる場合は、行き先を書いた
連絡メモを目立つ場所に残す。
再度出火防止を確認する。ガスの元栓を閉め、電
気のブレーカーを落とす。

５～１０分

チェック

部屋数に余裕があれば、家
具は出入りが少ない部屋にま
とめておきましょう。

少しでも安全な空間が確保
できるように、家具の配置を
工夫してみましょう。

逃げ場となる安全な
空間を確保する

子ども・お年寄り・病人などが逃げ
遅れる可能性があります。 寝ている時
に地震に遭うと倒れてきて危険ですの
で、家具を置かないようにしましょう。

子どもやお年寄りがいる部屋
寝室には家具を置かない

家具や照明は鎖やL字金
具などを使用して固定しま
しょう。家電は可能な限り低
い位置で固定しましょう。

家具や電化製品の
転倒・落下を防ぐには

玄関や出入口に繋がる通
路には、避難の妨げになるよ
うな物を置かないようにし
ましょう。

出入口や通路に物を
置かないようにする

テレビのアンテナは固
定する。屋根瓦は補強して
おきましょう。

屋根

落下する危険がある場
所には、植木鉢などを置か
ないようにしましょう。

ベランダ

ガラスが割れても飛び散らないように、フィルム
を貼っておきましょう。窓ガラス

基礎がしっかりしていないもの、鉄
筋が入っていないものは補強しましょ
う。鉄筋が錆びていたり、ブロックが
ひび割れている場合は補修しておき
ましょう。

ブロック塀・門柱

ガスボンベが倒れないように、鎖で
固定しておきましょう。

プロパンガス

危険度

弱

強

防
災

防
災



避難時の心得 災害情報の入手先

災害用伝言ダイヤル（171）について

災害用伝言板サービス

川の水位情報
国土交通省 川の防災情報 http://www.river.go.jp
情報携帯端末（ｉモードなど） http://www.i.river.go.jp

気象情報
気象庁ホームページ http://www.jma.go.jp
天気・気象情報サイト（日本気象協会） http://tenki.jp

防災情報提供センター
防災情報提供センター
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/

日頃から避難経路や避難場所を
確認しておきましょう。

信頼できる情報を入手し、
噂やデマに惑わされず、落
ち着いて行動しましょう。

非常持ち出し品

　大災害に際し、被災地との通話が困難になった場合、災害用伝言ダイヤルが使用
できます。

1 7 1

●NTTドコモ

●KDDI：au
●ソフトバンクモバイル
●ウィルコム
●イー・モバイル

（日本語版）http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi
（英語版）http://dengon.docomo.ne.jp/Etop.cgi 
http://dengon.ezweb.ne.jp/
http://dengon.softbank.ne.jp/J
http://dengon.willcom-inc.com
http://dengon.emnet.ne.jp/

災害発生時などに、携帯電話を利用して安否情報を登録でき、携帯電話やパソコン
から確認することができます。

171

災害用
伝言板

食料品など
食料、飲料水
（1日３L、3日分）
ナイフ、缶切り

日用品
手袋（軍手）、ちり紙
ローソク、マッチ・ライター
ロープ、懐中電灯、携帯ラジオ
生理用品、石けん・歯磨きセット

安全対策
ヘルメット
防災ずきん
救急セット
常備薬
底の厚い靴

衣類など
衣類、タオル、毛布
寝袋、下着類、上着
雨具

貴重品
現金（小銭）、預金通帳、印鑑
重要書類の番号を記したもの

あると便利な物
ウェットティッシュ、マスク、
ビニール袋、携帯用浄水器
食品用ラップ

赤ちゃん用品
哺乳ビン・ミルク
紙おむつ・衛生用品
母子手帳など

その他
笛、携帯用カイロ
保険証コピー

携帯電話
又は
パソコン

正しい情報の収集と
自主的な避難を
ラジオ・テレビで最新の
災害情報に注意をしましょ
う。山間部や沿岸部の近く
に住んでいる人は早めに避
難しましょう。

危険な場所には
近づかない
増水した川の様子を見に

行くのは大変危険です。絶
対にやめましょう。

事前に避難経路の
確認を
避難場所までの経路は、

事前に確認しておきましょ
う。避難場所へ向かう道は、

狭い路地や壁ぎわ、
川べりなどは避け

ましょう。

避難する前には
避難する前に、電気・ガス

などの火元を確認しましょ
う。また、避難先や安否情報

を書いた連
絡メモを残
しておきま
しょう。

避難の呼びかけが
あれば速やかに避難を
人的被害が迫った場合に
は、市役所や消防団から避
難の呼びかけをする場合が
あります。呼びかけがあっ
た場合には、すぐに避難し
てください。

車での避難は控えて
避難場所へは徒歩で避難

してください。車での避難
は緊急車両の通行を妨げる
原因となりますので、やめ
ましょう。

子供やお年寄りなどの
避難に協力を
子供やお年寄り、体の不

自由な人などは、避難に時
間がかかります。近所のお
年寄りなどの避難に協力を
しましょう。また、日本語が
不自由な外国人の避難にも
協力をしましょう。

避難に遅れた場合には
もし避難に遅れ、危険が

迫ってきた場合は、近くの
丈夫な建物の3階以上（2階
でも可）に逃げましょう。

をダイヤルした後、
ガイダンスに従ってください。

防
災

防
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